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＜１＞ いくら返済？ 
 

（１）科目名と単元名 数学Ⅲ「微分法」＜いろい

ろな関数の微分法＞ 

 

（２）学習内容 

ア 自然対数 

 

（３）教材の目的 

① さまざまなローンの形式について理解を深めること 

② 繰入回数が増せば返済金額が増すが，元金の約 2.71 倍以上にはならないことを理解すること 

③ 自然対数の底 e の存在価値について理解すること 
 

（４）指導時期案 

① 自然対数の底 e  導入時 
 

（５）準備物 

計算機 
 
 

（６）指導上の留意点 計算に時間を割きすぎ，結果の考察が浅くなら

ないようにすること 
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【 授業プリント例 】 

 
 

※ いくら返済？ 
 

単利・・・元本だけに利子がつく計算方法  

複利・・・元本と前についた利子をあわせた金額に対して利子がつく 

計算方法 

・利息制限法・・・年利 20％ まで可 

・出資法・・・・・年利 29.2％まで可      グレーゾーン 

（0.08%／日） 

※日賦貸金業者(日掛金融)･電話担保金融においては,特例で年利 54.75％ (0.15％／日)が利息の上限 
 

 

Q.  次の条件で 100 万円借りるときの返済金額を答えなさい。 

(1-1)  年利 30％ (単利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、１年後 

 

 
 

(1-2)  年利 30％ (単利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、２年後 

 

 
 

(1-3)  年利 30％ (単利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、１０年後 

 

 
 

(1-4)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、１年後 

 

 
 

(1-5)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、２年後 

 

 
 

(1-6)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年１回、１０年後 

 

 
 

(2-1)  年利 30％ (単利)、利子の繰り入れ回数＝年２回、半年後 

 

 
 

(2-2)  年利 30％ (単利)、利子の繰り入れ回数＝年２回、１年後 

 

 
 

(2-3)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年２回、半年後 

 

 
 

(2-4)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年２回、１年後 
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(2-5)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年３回、４ヶ月後 

 

 
 

(2-6)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年３回、１年後 

 

 
 

(2-7)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年４回、１年後 

 

 
 

(2-8)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年５回、１年後 

 

 
 

(★)  年利 30％ (複利)、利子の繰り入れ回数＝年 n 回、n 年後 

 
○あなたの気づき 

 

 

○まとめ 
 

 

○自然対数の底 e 
 

 

○ e のその他の意味 
 

 

（参考）・動物の増え方や自然界の現象を数学で表す際によく現れる。 

    ・e＝2.718281828489045･･･ の覚え方 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 授業展開例 】 

１ ローンの仕組み（単利・複利・計算方法等）について説明する 

２ プリントの各場合について返済金額を計算をさせる。 

３ 繰入回数をどれだけ増やしても，元金の約 2.71 倍以上にはならないことを確認する。 

４ その値が自然対数の底 e であることを伝え，まとめる。 

① e ＝ 
 

② e ＝ ＝ （ ） 


